
「こどもまんなか熊本」の実現に向けた
こども・子育てに関する
県民アンケート調査

〈学生・生徒〉

概要版



 令和４年の出生数は前年比5.1％減の79万9728人で、統計開始以来、初の80万人割れとなった（厚生労働省
人口動態統計）。

 本県においても、令和４年の出生数は、11,875人であり、20年前と比較すると約30パーセント減少し、少子
化傾向に歯止めがかからない状況が続いており、今後さまざまな施策を講じていく必要性が高まっている。

 そこでまず、広く県民の子育て環境や意識の実態や、若年層が熊本に定着するために必要なもの等を把握し、
各世代、未婚・既婚者、地域毎の実情にあった効果的な政策を立案するための基礎データとなる県民アン
ケート調査を実施した。

県民アンケートの概要について

１ 趣旨

 12,408人

→内訳
【社会人】8,556人、【学生・生徒】3,852人

 Webアンケート調査

 令和５年６月５日（月）～７月７日（金）
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 学生・生徒（中学生以上）

 社会人

２ 対象者

３ 実施方法

４ 調査期間

５ 回答者数



県民アンケートの概要について

Q性別

Q年齢（年代）

q1-1 あなたについてお聞かせください。

Q．あなたの性別は、次のうちどれですか？

回答 合計数 割合

男性 1,656 43.0%

女性 2,147 55.7%

その他 49 1.3%
男性, 

43.0%

女性, 

55.7%

その他, 

1.3%

n=3852
度数 ％ 有効％

男性 1656 43.0% 43.0%

女性 2147 55.7% 55.7%

その他 49 1.3% 1.3%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

有効

q1-1 あなたについてお聞かせください。

Q．あなたの性別は、次のうちどれですか？

回答 合計数 割合

男性 1,656 43.0%

女性 2,147 55.7%

その他 49 1.3%
男性, 

43.0%

女性, 

55.7%

その他, 

1.3%

n=3852
度数 ％ 有効％

男性 1656 43.0% 43.0%

女性 2147 55.7% 55.7%

その他 49 1.3% 1.3%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

有効

q1-2 Q．あなたの年齢（年代）は、次のうちどれですか？

回答 合計数 割合

10代 3,431 89.1%

20代 382 9.9%

30代以上 39 1.0%

10代, 

89.1%

20代,

9.9%

30代以上, 1.0% n=3852
度数 ％ 有効％

10代 3431 89.1% 89.1%

20代 382 9.9% 9.9%

30代以上 39 1.0% 1.0%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

有効

q1-2 Q．あなたの年齢（年代）は、次のうちどれですか？

回答 合計数 割合

10代 3,431 89.1%

20代 382 9.9%

30代以上 39 1.0%

10代, 

89.1%

20代,

9.9%

30代以上, 1.0% n=3852
度数 ％ 有効％

10代 3431 89.1% 89.1%

20代 382 9.9% 9.9%

30代以上 39 1.0% 1.0%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

有効
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県民アンケートの概要について

Q在学

Q居住地

q1-3 Q．現在、あなたが在学中なのは、次のどれですか？

回答 合計数 割合

中学校 935 24.3%

高校 2,005 52.1%

専修・専門学校 76 2.0%

大学・短大・高専（大学院含む） 819 21.3%

その他 17 0.4%

中学校, 

24.3%

高校, 

52.1%

専修・専門

学校, 2.0%

大学・短大・高専

（大学院含む）, 

21.3%

その他, 0.4% n=3852
度数 ％ 有効％

中学校 935 24.3% 24.3%

高校 2005 52.1% 52.1%

専修・専門学校 76 2.0% 2.0%

大学・短大・高専（大学院含む） 819 21.3% 21.3%

その他 17 0.4% 0.4%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

有効

q1-4 Q．あなたの居住地域は、次のうちどれですか？

回答 合計数 割合

熊本市 984 25.5%

県央 224 5.8%

県北 1,346 34.9%

県南 561 14.6%

阿蘇 322 8.4%

天草 415 10.8%

熊本市, 

25.5%

県央, 5.8%

県北, 34.9%

県南, 14.6%

阿蘇, 8.4%

天草, 

10.8%

n=3852度数 ％ 有効％

熊本市 984 25.5% 25.5%

県央 224 5.8% 5.8%

県北 1346 34.9% 34.9%

県南 561 14.6% 14.6%

阿蘇 322 8.4% 8.4%

天草 415 10.8% 10.8%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

※県央（宇土市 / 宇城市 / 下益城郡 / 上益城郡）

※県北（荒尾市 / 玉名市 / 玉名郡 / 山鹿市 / 菊池市 / 合志市 / 菊池郡）

※県南（八代市 / 八代郡 / 水俣市 / 葦北郡 / 人吉市 / 球磨郡）

※阿蘇（阿蘇市/阿蘇郡）

※天草（天草市/上天草市 /  天草郡）

有効

q1-4 Q．あなたの居住地域は、次のうちどれですか？

回答 合計数 割合

熊本市 984 25.5%

県央 224 5.8%

県北 1,346 34.9%

県南 561 14.6%

阿蘇 322 8.4%

天草 415 10.8%

熊本市, 

25.5%

県央, 5.8%

県北, 34.9%

県南, 14.6%

阿蘇, 8.4%

天草, 

10.8%

n=3852度数 ％ 有効％

熊本市 984 25.5% 25.5%

県央 224 5.8% 5.8%

県北 1346 34.9% 34.9%

県南 561 14.6% 14.6%

阿蘇 322 8.4% 8.4%

天草 415 10.8% 10.8%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

※県央（宇土市 / 宇城市 / 下益城郡 / 上益城郡）

※県北（荒尾市 / 玉名市 / 玉名郡 / 山鹿市 / 菊池市 / 合志市 / 菊池郡）

※県南（八代市 / 八代郡 / 水俣市 / 葦北郡 / 人吉市 / 球磨郡）

※阿蘇（阿蘇市/阿蘇郡）

※天草（天草市/上天草市 /  天草郡）

有効

q1-3 Q．現在、あなたが在学中なのは、次のどれですか？

回答 合計数 割合

中学校 935 24.3%

高校 2,005 52.1%

専修・専門学校 76 2.0%

大学・短大・高専（大学院含む） 819 21.3%

その他 17 0.4%

中学校, 

24.3%

高校, 

52.1%

専修・専門

学校, 2.0%

大学・短大・高専

（大学院含む）, 

21.3%

その他, 0.4% n=3852
度数 ％ 有効％

中学校 935 24.3% 24.3%

高校 2005 52.1% 52.1%

専修・専門学校 76 2.0% 2.0%

大学・短大・高専（大学院含む） 819 21.3% 21.3%

その他 17 0.4% 0.4%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

有効

3※有効回答数は、各圏域（県北、県南、県央、天草、阿蘇）の人口比にほぼ等しくなった



熊本で働き生活していく環境について、県外（大都市圏）と比べどうかを尋ねたところ、「とてもよい環境だと思う」(17.1%)「よい環
境だと思う」(61.9％)が全体の約8割(79.0％)を占めている。

Q熊本で働き生活していく環境は、県外（大都市圏）と比べた場合、次のどれだと思いますか

県民アンケートの概要について

q2-1 Q．あなたにとって、熊本で働き生活していく環境は、県外（大都市圏）と比べた場合、次のどれだと思いますか？（※イメージで結構です）

回答 合計数 割合

とてもよい環境だと思う 657 17.1%

よい環境だと思う 2,384 61.9%

あまりよくない環境だと思う 353 9.2%

良くない環境だと思う 57 1.5%

どちらともいえない 401 10.4%

とてもよい環境だと

思う, 17.1%

よい環境だと思う, 

61.9%

あまりよくない

環境だと思う, 

9.2%

良くない環境

だと思う, …

どちらとも

いえない, 

10.4%

n=3852
度数 ％ 有効％

とてもよい環境だと思う 657 17.1% 17.1%

よい環境だと思う 2384 61.9% 61.9%

あまりよくない環境だと思う 353 9.2% 9.2%

良くない環境だと思う 57 1.5% 1.5%

どちらともいえない 401 10.4% 10.4%

合計 3852 100.0% 100.0%

欠損値 無回答 0 0.0%

合計 3852 100.00%

有効
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熊本県内の学校に進学した大学・短大・高専（大学院含む）生が将来働きたい場所は、全体の回答と比較して「熊本県内」が多い傾向。

Q大学・短大・高専（大学院含む）生×将来働きたい場所

県民アンケートの概要について
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Qもし熊本で社会人として生活していくとしたら、充実させてほしいもの※最大５つ選択

県民アンケートの概要について

もし熊本で社会人として生活していくとしたら、という仮定で「充実させてほしいもの」を尋ねたところ、「企業の魅力の向上（働き続
けたいと思う仕事や職場環境など）」(51.2％)や「子育てしやすい環境の充実」(49.0％)、「医療・福祉体制の充実」(41.3％)、「交
通環境の利便性向上」(39.7％)、「安全・安心な生活環境（交通安全・防犯）」(50.3％)であった。

q2-3 Q．あなたがもし熊本で社会人として生活していくとしたら、充実させてほしいものは次のうちどれですか？

※重要と思うものから最大５つまで選べます。

回答 合計数 割合

企業の魅力向上（働き続けたいと思う仕事や職場環境など） 1,973 51.2%

子育てをしやすい環境の充実 1,886 49.0%

教育環境の充実 957 24.8%

医療・福祉体制の充実 1,590 41.3%

デジタル環境の充実 568 14.7%

交通環境の利便性向上 1,530 39.7%

災害に強い街への整備 1,187 30.8%

安全・安心な生活環境（交通安全・防犯） 1,938 50.3%

環境に優しい暮らしができる地域への変化 686 17.8%

パートナーと出会うきっかけづくり 420 10.9%

自然・食の魅力の向上 815 21.2%

非日常を楽しめる娯楽やスポット 1,190 30.9%

熊本で生活する魅力の情報発信 305 7.9%

その他 81 2.1%

51.2%

49.0%

24.8%

41.3%

14.7%

39.7%

30.8%

50.3%

17.8%

10.9%

21.2%

30.9%

7.9%

2.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

企業の魅力向上（働き続けたいと思う仕事や職場環境など）

子育てをしやすい環境の充実

教育環境の充実

医療・福祉体制の充実

デジタル環境の充実

交通環境の利便性向上

災害に強い街への整備

安全・安心な生活環境（交通安全・防犯）

環境に優しい暮らしができる地域への変化

パートナーと出会うきっかけづくり

自然・食の魅力の向上

非日常を楽しめる娯楽やスポット

熊本で生活する魅力の情報発信

その他
n=3852

yes no 合計 無回答 合計

1 企業の魅力向上（働き続けたいと思う仕事や職場環境など） 1973 1879 3852 0 3852

2 子育てをしやすい環境の充実 1886 1966 3852 0 3852

3 教育環境の充実 957 2895 3852 0 3852

4 医療・福祉体制の充実 1590 2262 3852 0 3852

5 デジタル環境の充実 568 3284 3852 0 3852

6 交通環境の利便性向上 1530 2322 3852 0 3852

7 災害に強い街への整備 1187 2665 3852 0 3852

8 安全・安心な生活環境（交通安全・防犯） 1938 1914 3852 0 3852

9 環境に優しい暮らしができる地域への変化 686 3166 3852 0 3852

10 パートナーと出会うきっかけづくり 420 3432 3852 0 3852

11 自然・食の魅力の向上 815 3037 3852 0 3852

12 非日常を楽しめる娯楽やスポット 1190 2662 3852 0 3852

13 熊本で生活する魅力の情報発信 305 3547 3852 0 3852

14 その他 80 3772 3852 0 3852

yes no 無回答 合計 yes no 合計

1 企業の魅力向上（働き続けたいと思う仕事や職場環境など） 51.2% 48.8% 0.0% 100.0% 51.2% 48.8% 100.0%

2 子育てをしやすい環境の充実 49.0% 51.0% 0.0% 100.0% 49.0% 51.0% 100.0%

3 教育環境の充実 24.8% 75.2% 0.0% 100.0% 24.8% 75.2% 100.0%

4 医療・福祉体制の充実 41.3% 58.7% 0.0% 100.0% 41.3% 58.7% 100.0%

5 デジタル環境の充実 14.7% 85.3% 0.0% 100.0% 14.7% 85.3% 100.0%

6 交通環境の利便性向上 39.7% 60.3% 0.0% 100.0% 39.7% 60.3% 100.0%

7 災害に強い街への整備 30.8% 69.2% 0.0% 100.0% 30.8% 69.2% 100.0%

8 安全・安心な生活環境（交通安全・防犯） 50.3% 49.7% 0.0% 100.0% 50.3% 49.7% 100.0%

9 環境に優しい暮らしができる地域への変化 17.8% 82.2% 0.0% 100.0% 17.8% 82.2% 100.0%

10 パートナーと出会うきっかけづくり 10.9% 89.1% 0.0% 100.0% 10.9% 89.1% 100.0%

11 自然・食の魅力の向上 21.2% 78.8% 0.0% 100.0% 21.2% 78.8% 100.0%

12 非日常を楽しめる娯楽やスポット 30.9% 69.1% 0.0% 100.0% 30.9% 69.1% 100.0%

13 熊本で生活する魅力の情報発信 7.9% 92.1% 0.0% 100.0% 7.9% 92.1% 100.0%

14 その他 2.1% 97.9% 0.0% 100.0% 2.1% 97.9% 100.0%

度数

％ 有効％
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Qもし熊本で社会人として生活していくとしたら、充実させてほしいもの×大学・短大・高専（大学院）生

県民アンケートの概要について

大学・短大・高専（大学院含む）生は、充実させてほしいものとして「子育てをしやすい環境の充実」 「交通環境の利便性向上」への回
答が全体の回答と比較して多い傾向。
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県民アンケートの概要について

Qあなたは将来、結婚したいと思いますか？

将来の結婚意向について、結婚願望がある学生・生徒の割合（「とても結婚したいと思う」、「できれば結婚したいと思う」、「将来は結
婚したいが今は考えていない」の合計）は７６．８％であった。

8



県民アンケートの概要について

Q結婚したくない理由

「あまり結婚したくない」「結婚したくない」「わからない」と回答した理由を尋ねたところ、「自由に趣味や娯楽を楽しみたい」が
６6.6％で最も多かった。

9



県民アンケートの概要について

Q結婚に繋がると思う出会いのシーン×大学・短大・高専（大学院含む）生

大学・短大・高専（大学院含む）生は、結婚に繋がると思う出会いのシーンとして「職場やバイト先」を最も多く回答。 また、「家族、知人
の紹介」への回答が全体の回答と比較して多い傾向。

10



県民アンケートの概要について

Q結婚後の希望するライフスタイル

結婚後の希望するライフスタイルを尋ねたところ、「結婚してこどもを持ち、仕事を続ける」が59.4％、次に多かった回答は「結婚して
こどもを持ち、結婚(or出産)の機会にいったん退職後、再び仕事をする」で22.6％であった。

11



県民アンケートの概要について

Q将来、子育てをするとしたら、子育て支援で必要なもの※最大７つ選択

子育て支援で必要なものを尋ねたところ「働きながら子育てができる環境であること」(81.3％)が最も多く、次いで「こどもを産み
育てていくために必要な資金（経済的支援を含む）」(71.1％)、「保育・子育てサービスの充実」(59.8％)であった。

q4-3 Q．あなたが将来、子育てをするとしたら、子育て支援で必要なものは次のうちどれだと思いますか？

 ※重要だと思うものから最大7つまで選べます。

回答 合計数 割合

働きながら子育てができる環境であること 3,130 81.3%

こどもを産み育てていくために必要な資金（経済的支援を含む） 2,739 71.1%

保育・子育てサービスの充実 2,302 59.8%

教育環境の充実 1,829 47.5%

医療体制の充実 2,041 53.0%

学校への移動手段（公共交通機関）の充実 1,028 26.7%

配偶者・パートナーのサポート（家事・育児） 1,393 36.2%

親族のサポート（家事・育児） 1,046 27.2%

こどもと一緒に楽しめる娯楽の充実（旅行・外食など） 1,481 38.4%

不妊対策（経済的支援、周囲の理解、仕事との両立） 352 9.1%

その他 26 0.7%

81.3%

71.1%

59.8%

47.5%

53.0%

26.7%

36.2%

27.2%

38.4%

9.1%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

働きながら子育てができる環境であること

こどもを産み育てていくために必要な資金（経済的支援を含む）

保育・子育てサービスの充実

教育環境の充実

医療体制の充実

学校への移動手段（公共交通機関）の充実

配偶者・パートナーのサポート（家事・育児）

親族のサポート（家事・育児）

こどもと一緒に楽しめる娯楽の充実（旅行・外食など）

不妊対策（経済的支援、周囲の理解、仕事との両立）

その他
n=3852

yes no 合計 無回答 合計

1 働きながら子育てができる環境であること 3130 722 3852 0 3852

2 こどもを産み育てていくために必要な資金（経済的支援を含む） 2739 1113 3852 0 3852

3 保育・子育てサービスの充実 2302 1550 3852 0 3852

4 教育環境の充実 1829 2023 3852 0 3852

5 医療体制の充実 2041 1811 3852 0 3852

6 学校への移動手段（公共交通機関）の充実 1028 2824 3852 0 3852

7 配偶者・パートナーのサポート（家事・育児） 1393 2459 3852 0 3852

8 親族のサポート（家事・育児） 1046 2806 3852 0 3852

9 こどもと一緒に楽しめる娯楽の充実（旅行・外食など） 1481 2371 3852 0 3852

10 不妊対策（経済的支援、周囲の理解、仕事との両立） 352 3500 3852 0 3852

11 その他 26 3826 3852 0 3852

yes no 無回答 合計 yes no 合計

1 働きながら子育てができる環境であること 81.3% 18.7% 0.0% 100.0% 81.3% 18.7% 100.0%

2 こどもを産み育てていくために必要な資金（経済的支援を含む） 71.1% 28.9% 0.0% 100.0% 71.1% 28.9% 100.0%

3 保育・子育てサービスの充実 59.8% 40.2% 0.0% 100.0% 59.8% 40.2% 100.0%

4 教育環境の充実 47.5% 52.5% 0.0% 100.0% 47.5% 52.5% 100.0%

5 医療体制の充実 53.0% 47.0% 0.0% 100.0% 53.0% 47.0% 100.0%

6 学校への移動手段（公共交通機関）の充実 26.7% 73.3% 0.0% 100.0% 26.7% 73.3% 100.0%

7 配偶者・パートナーのサポート（家事・育児） 36.2% 63.8% 0.0% 100.0% 36.2% 63.8% 100.0%

8 親族のサポート（家事・育児） 27.2% 72.8% 0.0% 100.0% 27.2% 72.8% 100.0%

9 こどもと一緒に楽しめる娯楽の充実（旅行・外食など） 38.4% 61.6% 0.0% 100.0% 38.4% 61.6% 100.0%

10 不妊対策（経済的支援、周囲の理解、仕事との両立） 9.1% 90.9% 0.0% 100.0% 9.1% 90.9% 100.0%

11 その他 0.7% 99.3% 0.0% 100.0% 0.7% 99.3% 100.0%

度数

％ 有効％
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県民アンケートの概要について

Q将来、子育てをするとしたら、子育て支援で必要なもの×大学生・短大・高専（大学院含む）生

大学・短大・高専（大学院含む）生は、必要な子育て支援として男女ともに「保育・子育てサービスの充実」と「配偶者・パートナーのサ
ポート（家事・育児）」への回答が全体の回答と比較して多い傾向。また、男性の大学・短大・高専（大学院含む）生は「こどもを産み育て
ていくために必要な資金（経済的支援を含む）」や「教育環境の充実」への回答が全体の回答と比較して多い傾向。
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県民アンケートの概要について

Q働きながらこどもを産み育てていく場合、その環境に必要だと思う支援※最大４つ選択

将来、働きながら産み育てていく際の環境に必要だと思う支援について尋ねたところ、「育児休業のための休暇を取りやすい職場環
境」が85.0％と最も多く、次いで「こどもが病気の時に休暇を取りやすい職場環境」(81.1％)であった。

q4-3-1 Q．あなたが将来、働きながらこどもを産み育てていくとしたら、その環境に必要だと思う支援は、次のうちどれですか？

※重要だと思うものから最大4つまで選べます。

回答 合計数 割合

育児休業のための休暇を取りやすい職場環境 2,662 85.0%

こどもが病気の時に休暇を取りやすい職場環境 2,537 81.1%

授業参観等のこどもの学校行事の時に休暇を取りやすい環境 1,674 53.5%

短時間勤務や在宅勤務を選択できる仕組み 1,048 33.5%

育児休業や短時間勤務、こどもに関係する休暇取得が仕事上のキャリアに影響しない 981 31.3%

時間外労働をしなくてもよい職場環境 1,095 35.0%

85.0%

81.1%

53.5%

33.5%

31.3%

35.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

育児休業のための休暇を取りやすい職場環境

こどもが病気の時に休暇を取りやすい職場環境

授業参観等のこどもの学校行事の時に休暇を取りやすい環境

短時間勤務や在宅勤務を選択できる仕組み

育児休業や短時間勤務、こどもに関係する休暇取得が仕事上のキャリアに

影響しない

時間外労働をしなくてもよい職場環境
n=3130

yes no 合計 無回答 非該当 合計

1 育児休業のための休暇を取りやすい職場環境 2662 468 3130 0 722 3852

2 こどもが病気の時に休暇を取りやすい職場環境 2537 593 3130 0 722 3852

3 授業参観等のこどもの学校行事の時に休暇を取りやすい環境 1674 1456 3130 0 722 3852

4 短時間勤務や在宅勤務を選択できる仕組み 1048 2082 3130 0 722 3852

5 育児休業や短時間勤務、こどもに関係する休暇取得が仕事上のキャリアに影響しない 981 2149 3130 0 722 3852

6 時間外労働をしなくてもよい職場環境 1095 2035 3130 0 722 3852

7 その他 15 3115 3130 0 722 3852

yes no 無回答 非該当 合計 yes no 合計

1 育児休業のための休暇を取りやすい職場環境 69.1% 12.1% 0.0% 18.7% 100.0% 85.0% 15.0% 100.0%

2 こどもが病気の時に休暇を取りやすい職場環境 65.9% 15.4% 0.0% 18.7% 100.0% 81.1% 18.9% 100.0%

3 授業参観等のこどもの学校行事の時に休暇を取りやすい環境 43.5% 37.8% 0.0% 18.7% 100.0% 53.5% 46.5% 100.0%

4 短時間勤務や在宅勤務を選択できる仕組み 27.2% 54.0% 0.0% 18.7% 100.0% 33.5% 66.5% 100.0%

5 育児休業や短時間勤務、こどもに関係する休暇取得が仕事上のキャリアに影響しない 25.5% 55.8% 0.0% 18.7% 100.0% 31.3% 68.7% 100.0%

6 時間外労働をしなくてもよい職場環境 28.4% 52.8% 0.0% 18.7% 100.0% 35.0% 65.0% 100.0%

7 その他 0.4% 80.9% 0.0% 18.7% 100.0% 0.5% 99.5% 100.0%

度数

％ 有効％
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県民アンケートの概要について

Q働きながらこどもを産み育てていく場合、その環境に必要だと思う支援×大学生・短大・高専（大学院含む）生

大学・短大・高専（大学院含む）生は、働きながらこどもを産み育てていくための支援として「育児休業や短時間勤務、こどもに関係す
る休暇取得が仕事上のキャリアに影響しない」への回答が全体の回答と比較して多い傾向。
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県民アンケートの概要について

Q将来、こどもを産み育てていくとしたら、そのために必要だと思う資金（経済的支援を含む）※最大5つ選択

将来、こどもを産み育てていくために必要な資金支援について、「こどもが病気の時にかかった医療費への支援」(76.6％) が最も
多く、次いで「児童手当などの給付金」(74.9％)、「学校に係る経費への支援（給食費、教材費、授業料など）」(72.4％)で社会人と
共通した回答の傾向であった。

q4-3-2 Q．あなたが将来、こどもを産み育てていくとしたら、そのために必要だと思う資金（経済的支援を含む）は、次のうちどれですか？

※重要だと思うものから最大4つまで選べます。

回答 合計数 割合

児童手当などの給付金 2,051 74.9%

保育園、放課後児童クラブなどの利用料への支援 1,325 48.4%

学校に係る経費への支援（給食費、教材費、授業料など） 1,982 72.4%

こどもが病気の時にかかった医療費への支援 2,099 76.6%

障がいのある子どもの成長に必要な経費への支援 858 31.3%

こどもを産み育てるために必要な住まいへの支援 1,036 37.8%

その他 16 0.6%

74.9%

48.4%

72.4%

76.6%

31.3%

37.8%

0.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

児童手当などの給付金

保育園、放課後児童クラブなどの利用料への支援

学校に係る経費への支援（給食費、教材費、授業料など）

こどもが病気の時にかかった医療費への支援

障がいのある子どもの成長に必要な経費への支援

こどもを産み育てるために必要な住まいへの支援

その他
n=2739

yes no 合計 無回答 非該当 合計

1 児童手当などの給付金 2051 688 2739 0 1113 3852

2 保育園、放課後児童クラブなどの利用料への支援 1325 1414 2739 0 1113 3852

3 学校に係る経費への支援（給食費、教材費、授業料など） 1982 757 2739 0 1113 3852

4 こどもが病気の時にかかった医療費への支援 2099 640 2739 0 1113 3852

5 障がいのある子どもの成長に必要な経費への支援 858 1881 2739 0 1113 3852

6 こどもを産み育てるために必要な住まいへの支援 1036 1703 2739 0 1113 3852

7 その他 16 2723 2739 0 1113 3852

yes no 無回答 非該当 合計 yes no 合計

1 児童手当などの給付金 53.2% 17.9% 0.0% 28.9% 100.0% 74.9% 25.1% 100.0%

2 保育園、放課後児童クラブなどの利用料への支援 34.4% 36.7% 0.0% 28.9% 100.0% 48.4% 51.6% 100.0%

3 学校に係る経費への支援（給食費、教材費、授業料など） 51.5% 19.7% 0.0% 28.9% 100.0% 72.4% 27.6% 100.0%

4 こどもが病気の時にかかった医療費への支援 54.5% 16.6% 0.0% 28.9% 100.0% 76.6% 23.4% 100.0%

5 障がいのある子どもの成長に必要な経費への支援 22.3% 48.8% 0.0% 28.9% 100.0% 31.3% 68.7% 100.0%

6 こどもを産み育てるために必要な住まいへの支援 26.9% 44.2% 0.0% 28.9% 100.0% 37.8% 62.2% 100.0%

7 その他 0.4% 70.7% 0.0% 28.9% 100.0% 0.6% 99.4% 100.0%

度数

％ 有効％
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県民アンケートの概要について

Q将来、こどもを産み育てていくとしたら、保育・子育てサービスの充実で必要だと思う支援は※最大4つ選択

将来、こどもを産み育てていくための保育・子育てサービスの充実で必要だと思う支援について、「待機児童の解消や、希望する保育
園に預けられる保育環境」(75.5％) が最も多く、次いで「仕事の有無に限らず、必要なときにこどもを預けられる仕組み」(71.0％)
で、社会人と同様の回答傾向となった。

q4-3-3 Q．あなたが将来、こどもを産み育てていくとしたら、保育・子育てサービスの充実で必要だと思う支援は次のうちどれですか？

※重要だと思うものから最大4つまで選べます。

回答 合計数 割合

待機児童の解消や、希望する保育園に預けられる保育環境 1,739 75.5%

仕事の有無に限らず、必要なときにこどもを預けられる仕組み 1,634 71.0%

子育ての相談窓口 1,001 43.5%

民間の子育て支援サービス（ベビーシッターなど） 615 26.7%

子育て中の人たちが集う子育てサークル 557 24.2%

障がいがあるこどもへの支援 841 36.5%

その他 17 0.7%

75.5%

71.0%

43.5%

26.7%

24.2%

36.5%

0.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

待機児童の解消や、希望する保育園に預けられる保育環境

仕事の有無に限らず、必要なときにこどもを預けられる仕組み

子育ての相談窓口

民間の子育て支援サービス（ベビーシッターなど）

子育て中の人たちが集う子育てサークル

障がいがあるこどもへの支援

その他 n=2302

yes no 合計 無回答 非該当 合計

1 待機児童の解消や、希望する保育園に預けられる保育環境 1739 563 2302 0 1550 3852

2 仕事の有無に限らず、必要なときにこどもを預けられる仕組み 1634 668 2302 0 1550 3852

3 子育ての相談窓口 1001 1301 2302 0 1550 3852

4 民間の子育て支援サービス（ベビーシッターなど） 615 1687 2302 0 1550 3852

5 子育て中の人たちが集う子育てサークル 557 1745 2302 0 1550 3852

6 障がいがあるこどもへの支援 841 1461 2302 0 1550 3852

7 その他 17 2285 2302 0 1550 3852

yes no 無回答 非該当 合計 yes no 合計

1 待機児童の解消や、希望する保育園に預けられる保育環境 45.1% 14.6% 0.0% 40.2% 100.0% 75.5% 24.5% 100.0%

2 仕事の有無に限らず、必要なときにこどもを預けられる仕組み 42.4% 17.3% 0.0% 40.2% 100.0% 71.0% 29.0% 100.0%

3 子育ての相談窓口 26.0% 33.8% 0.0% 40.2% 100.0% 43.5% 56.5% 100.0%

4 民間の子育て支援サービス（ベビーシッターなど） 16.0% 43.8% 0.0% 40.2% 100.0% 26.7% 73.3% 100.0%

5 子育て中の人たちが集う子育てサークル 14.5% 45.3% 0.0% 40.2% 100.0% 24.2% 75.8% 100.0%

6 障がいがあるこどもへの支援 21.8% 37.9% 0.0% 40.2% 100.0% 36.5% 63.5% 100.0%

7 その他 0.4% 59.3% 0.0% 40.2% 100.0% 0.7% 99.3% 100.0%

度数

％ 有効％
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県民アンケートの概要について

Q将来、こどもを産み育てていくとしたら、教育環境の充実に必要だと思う支援は※最大５つ選択

将来、こどもを産み育てていくための教育環境で必要だと思う支援について、「高校の授業料無償化(所得制限なし)」(75.1％) が
最も多く、次いで「住んでいる地域に関わらず、進学できる環境」(67.4％)であった。

q4-3-4 Q．あなたが将来、こどもを産み育てていくとしたら、教育環境の充実に必要だと思う支援は次のうちどれですか？

※重要だと思うものから最大5つまで選べます。

回答 合計数 割合

住んでいる地域に関わらず、進学できる環境 1,232 67.4%

高校の授業料無償化（所得制限なし） 1,374 75.1%

大学の授業料無償化 970 53.0%

奨学金制度の充実（所得制限なし、返済不要など） 982 53.7%

学習塾などの教育に要する費用への支援 717 39.2%

障がいがあるこどもの成長に必要な教育環境の整備 509 27.8%

グローバルに活躍できる教育環境（語学やコミュニケーションなど） 542 29.6%

将来のキャリアやそのキャリアに必要となる技術を学べる環境 589 32.2%

その他 20 1.1%

67.4%

75.1%

53.0%

53.7%

39.2%

27.8%

29.6%

32.2%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

住んでいる地域に関わらず、進学できる環境

高校の授業料無償化（所得制限なし）

大学の授業料無償化

奨学金制度の充実（所得制限なし、返済不要など）

学習塾などの教育に要する費用への支援

障がいがあるこどもの成長に必要な教育環境の整備

グローバルに活躍できる教育環境（語学やコミュニケーションなど）

将来のキャリアやそのキャリアに必要となる技術を学べる環境

その他 n=1829

yes no 合計 無回答 非該当 合計

1 住んでいる地域に関わらず、進学できる環境 1232 597 1829 0 2023 3852

2 高校の授業料無償化（所得制限なし） 1374 455 1829 0 2023 3852

3 大学の授業料無償化 970 859 1829 0 2023 3852

4 奨学金制度の充実（所得制限なし、返済不要など） 982 847 1829 0 2023 3852

5 学習塾などの教育に要する費用への支援 717 1112 1829 0 2023 3852

6 障がいがあるこどもの成長に必要な教育環境の整備 509 1320 1829 0 2023 3852

7 グローバルに活躍できる教育環境（語学やコミュニケーションなど） 542 1287 1829 0 2023 3852

8 将来のキャリアやそのキャリアに必要となる技術を学べる環境 589 1240 1829 0 2023 3852

9 その他 20 1809 1829 0 2023 3852

yes no 無回答 非該当 合計 yes no 合計

1 住んでいる地域に関わらず、進学できる環境 32.0% 15.5% 0.0% 52.5% 100.0% 67.4% 32.6% 100.0%

2 高校の授業料無償化（所得制限なし） 35.7% 11.8% 0.0% 52.5% 100.0% 75.1% 24.9% 100.0%

3 大学の授業料無償化 25.2% 22.3% 0.0% 52.5% 100.0% 53.0% 47.0% 100.0%

4 奨学金制度の充実（所得制限なし、返済不要など） 25.5% 22.0% 0.0% 52.5% 100.0% 53.7% 46.3% 100.0%

5 学習塾などの教育に要する費用への支援 18.6% 28.9% 0.0% 52.5% 100.0% 39.2% 60.8% 100.0%

6 障がいがあるこどもの成長に必要な教育環境の整備 25.5% 22.0% 0.0% 52.5% 100.0% 53.7% 46.3% 100.0%

7 グローバルに活躍できる教育環境（語学やコミュニケーションなど） 14.1% 33.4% 0.0% 52.5% 100.0% 29.6% 70.4% 100.0%

8 将来のキャリアやそのキャリアに必要となる技術を学べる環境 15.3% 32.2% 0.0% 52.5% 100.0% 32.2% 67.8% 100.0%

9 その他 0.5% 47.0% 0.0% 52.5% 100.0% 1.1% 98.9% 100.0%

度数

％ 有効％
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県民アンケートの概要について

よく利用する交通機関を尋ねたところ、「公共交通機関は利用しない」が40.9％と最も多かった。学生・生徒のため自転車や徒歩の
通学でこの傾向になっていると推測される一方、通学でバスやJRを利用する層も見られる中、バスが最も子育て中の方が不便さを
感じると回答している(52.1％)。

q4-3-5 Q．あなたがよく利用する交通機関は、次のうちどれですか？（いくつでも可）

回答 合計数 割合

バス 401 39.0%

市電 156 15.2%

JR 371 36.1%

電車（JRを除く） 101 9.8%

公共交通機関は利用しない 420 40.9%

39.0%

15.2%

36.1%

9.8%

40.9%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

バス

市電

JR

電車（JRを除く）

公共交通機関は利用しない

n=1028

yes no 合計 無回答 非該当 合計

1 バス 401 627 1028 0 2824 3852

2 市電 156 872 1028 0 2824 3852

3 JR 371 657 1028 0 2824 3852

4 電車（JRを除く） 101 927 1028 0 2824 3852

5 公共交通機関は利用しない 420 608 1028 0 2824 3852

yes no 無回答 非該当 合計 yes no 合計

1 バス 10.4% 16.3% 0.0% 73.3% 100.0% 39.0% 61.0% 100.0%

2 市電 4.0% 22.6% 0.0% 73.3% 100.0% 15.2% 84.8% 100.0%

3 JR 9.6% 17.1% 0.0% 73.3% 100.0% 36.1% 63.9% 100.0%

4 電車（JRを除く） 2.6% 24.1% 0.0% 73.3% 100.0% 9.8% 90.2% 100.0%

5 公共交通機関は利用しない 10.9% 15.8% 0.0% 73.3% 100.0% 40.9% 59.1% 100.0%

度数

％ 有効％

q4-3-6 Q．あなたが、もしくは子育て中の方が不便さを感じることがある交通機関は、次のうちどれだと思いますか？（いくつでも可）

回答 合計数 割合

バス 536 52.1%

市電 382 37.2%

JR 452 44.0%

電車（JRを除く） 336 32.7%

公共交通機関は利用しない 245 23.8%

52.1%

37.2%

44.0%

32.7%

23.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

バス

市電

JR

電車（JRを除く）

公共交通機関は利用しない

n=1028

yes no 合計 無回答 非該当 合計

1 バス 536 492 1028 0 2824 3852

2 市電 382 646 1028 0 2824 3852

3 JR 452 576 1028 0 2824 3852

4 電車（JRを除く） 336 692 1028 0 2824 3852

5 公共交通機関は利用しない 245 783 1028 0 2824 3852

yes no 無回答 非該当 合計 yes no 合計

1 バス 13.9% 12.8% 0.0% 73.3% 100.0% 52.1% 47.9% 100.0%

2 市電 9.9% 16.8% 0.0% 73.3% 100.0% 37.2% 62.8% 100.0%

3 JR 11.7% 15.0% 0.0% 73.3% 100.0% 44.0% 56.0% 100.0%

4 電車（JRを除く） 8.7% 18.0% 0.0% 73.3% 100.0% 32.7% 67.3% 100.0%

5 公共交通機関は利用しない 6.4% 20.3% 0.0% 73.3% 100.0% 23.8% 76.2% 100.0%

度数

％ 有効％

Qよく利用する交通機関

Qあなたが、もしくは子育て中の方が不便さを感じる交通機関は
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県民アンケートの概要について

子育ての中で不便さを感じる交通機関として、女性の大学・短大・高専（大学院含む）生は「バス」「市電」を挙げる傾向。

Qあなたが、もしくは子育て中の方が不便さを感じることがある交通機関は。×女性×大学・短大・高専（大学院含む）生
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